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び
。



から議審

令 和
４ 年 度
決 算

［歳入］54億4,193万円
［歳出］46億1,842万円

盤成長の
基

　
令
和
４
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
長

引
く
影
響
と
行
動
制
限
の
緩
和
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
の
影
響
で
世
界
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

食
料
価
格
が
高
騰
し
、
住
民
生
活
を
圧
迫
し
た
。

　
歳
入
は
、
地
方
交
付
税
の
増
税
、
村
税
収
入
が
過
去
最

高
額
と
な
っ
た
一
方
、
外
国
人
帰
国
に
よ
る
徴
税
不
可
な

ど
が
発
生
し
て
い
る
。
ま
た
、
長
年
販
売
に
苦
慮
し
た
フ

ラ
ワ
ー
団
地
全
区
画
の
販
売
が
完
了
し
た
。

　
歳
出
は
、
住
民
へ
の
緊
急
経
済
対
策
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
価

格
高
騰
に
対
応
し
た
。
感
染
防
止
対
策
、
デ
ジ
タ
ル
化
に

よ
る
業
務
効
率
化
推
進
整
備
、
地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付

金
を
活
用
し
た
子
ど
も
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、

住
民
の
地
域
づ
く
り
支
援
、
空
き
家
の
活
用
に
よ
る
地
域

活
性
化
を
進
め
た
。
ま
た
、
令
和
２
年
に
認
定
さ
れ
た

八
ヶ
岳
西
麓
原
村
ワ
イ
ン
特
区
は
、
新
た
に
茅
野
市
、
富

士
見
町
を
加
え
た
八
ヶ
岳
西
麓
ワ
イ
ン
特
区
へ
の
変
更
を

行
っ
た
。
温
暖
化
の
影
響
に
よ
る
ぶ
ど
う
、
果
樹
栽
培
の

適
地
化
や
ワ
イ
ナ
リ
ー
建
設
が
進
ん
だ
。

　
今
定
例
会
で
は
、
令
和
４
年
度
「
成
長
の
基
盤
を
創
る

予
算
」
が
、
住
民
生
活
に
ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
た
の
か

を
考
え
、
決
算
審
査
、
住
民
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
効

果
を
検
証
し
た
。
今
後
の
新
年
度
予
算
に
ど
う
反
映
し
て

い
く
か
引
き
続
き
注
視
し
て
い
く
。

　
会
期
29
日
間
の
最
終
日
に
は
、
牛
山
新
村
長
に
よ
る
企

業
版
ふ
る
さ
と
寄
附
金
を
活
用
し
た
補
正
予
算
の
提
出
が

あ
っ
た
。
村
長
提
出
議
案
18
件
、
委
員
会
と
議
員
提
出
議

案
2
件
を
認
定
及
び
可
決
し
、
陳
情
１
件
を
採
択
、
3
件

を
不
採
択
と
し
た
。

2



９月定例会

伸
び
ゆ
く
姿
に
村
の
未
来
を
映
す
。

盤
基

多様化する働き方やインバウンド需要にも対応できる施設が村内
に整備された。今後の活用に期待したい。今後も時代に即した取
組みへの支援を期待する。

視 点

3

６次産業化支援事業補助金	 200万円

ワイン用ぶどう苗木等購入補助	 160万円

ワーケーション施設等整備促進事業	 167万円

特区が出来、小規模で参入出来たことはありがた
いです。今後、葡萄の種類が増えてくれば更に設
備を増やすことも考えています。海外の機械も導
入し多額の費用が掛かっていて、少しでも補助を
頂けるのは助かります。また、地域のワインをPR
できる場所があると良いと思います。

役場の対応も親切で思っていたより
補助金利用のハードルが低くありが
たかったです。今後も若者が事業に
チャレンジできるような支援がある
と良いと思います。

水掛ワイナリー
鎌倉 怜史さん

Yatsugatake Small House 
細野 浩二さん

　農業者の所得向上及び経営規模の拡大を図
り、原村の農産物の地産地消及び高付加価値
化を促進するため、６次産業化の推進に必要
となる機械器具・施設整備に要する経費に対
して２件の事業者に交付した。上限100万
円、経費の１/３以内。

　多様な働き方や新しい働き方に対する取り組
みの広がりに対応するワーケーション施設等を
整備する事業者に対し補助金を２件の事業者に
交付した。上限100万円、経費の１/２以内。



から議審

指定管理者制度とは

多くの人々が利用する施設であり、住民の関心は高く今後の動向が注目
される。指定管理者の変更に続き大規模改修と大きな変化が続くが、赤
字体質であるなど問題は多い。今後、住民にとってはより多くの利益を
もたらし、村にとっては更に重荷になることの無いよう、慎重かつ的確
な対応を求めたい。

視 点

　地方公共団体が、公の施設の目的を効果的に達
成するため必要がある場合に、条例で定めるとこ
ろにより、法人その他の団体を指定管理者として
管理を行わせることができる制度。
　もみの湯と樅の木荘などは、令和６年３月31日
まで、（株）レパストが指定管理者となっている。
令和５年３月定例会において、指定管理者選定審査会委員は、「行政関係者だけ」か
ら「村の職員、知識経験者、その他村長が必要と認める者」の７名に変更されている。
現在の指定管理対象施設
原村ふれあいセンターもみの湯・原村レストハウス樅の木荘・原村観光体育施設・
原村中央高原屋内ゲートボール場・八ヶ岳自然文化園・原村歴史民俗資料館・�
深山農村公園

八ヶ岳自然文化園

4

憩
い
の
場
を
永
く
、快
適
に
。

盤
基

利用者の意見を聞いているか。
７～ 12月まで改修のアンケート調査を
行っている。多数の意見があり、中には
新築希望やこのままでいいなどさまざま。
修繕のみの予定だったのでは。
調査で大規模改修が必要となった。２億
円弱という試算もあるが機械類が含まれ
ていないのでもう少しかかるのでは。

Q
A

Q
A

もみの湯長寿命化計画	 168万円

　開業後32年が経過し、平成21年の大規
模改修を経て設備機器の更新を行ってき
たが、屋根、外壁等は当時のまま。引き
続き温泉施設として運営していくにあた
り、建物機能をより安全に維持し、老朽
化対策を計画的かつ効率的に施すための
長寿命化に係る改修計画の策定。

〈スケジュール〉
令和４年度 長寿命化計画策定

令和５年度 基本設計

令和６年度 実施設計

令和７年度 工　事



９月定例会

5

村
内
事
業
者
と
家
庭
を
支
援
。

盤
基原油価格高騰緊急支援給付金	 310万円

第１弾・第２弾	緊急支援給付金	 3,880 万円

ブロッコリー・スイートコーン生産
湯澤 光一郎さん

主要肥料の価格高騰が激しく、３年前と比べ
て1.7倍から2.6倍の価格になっています。ま
た近年の異常気象に対応するため、農薬を撒
く回数が増えています。村の基幹産業が持続
可能であるよう、水田の畑地化なども含め、
村は積極的に取り組んでもらいたいです。

　原油価格の高騰により、固定された加温設備のある農業施設で燃油を使用し、栽培・
出荷を行った農業者31件に、１件10万円を支給。生産資材及び肥料等の高騰により、農
業経営に影響を受けた農業者211件に、経費の５％、上限70万円を支給した。

第５弾・第６弾	事業継続特別給付金	 2,437 万円

野菜卸売業
河野　豊さん

冷蔵庫の電気代やトラックの燃料代が高騰す
る中、少額ではありましたが有難かったで
す。ただ、事業規模の大きな事業者だとわず
かな補填にしかならないと思います。各種費
用の高騰は取引している農業者への影響も大
きいので、今後の動向を憂慮しています。

　新型コロナウィルス感染症の感染拡大の影響に加え、原油価格や電気・ガス料金を含
む物価が高騰したことにより経営に影響を受けた事業者（農業者を除く）に対し、５万
円～ 10万円を支給。第５弾は221件、第６弾は234件に支給した。

　原油高騰・物価高騰に直面する一定以
下の所得の子育て世帯に、児童一人当り
１万円（対象者1200人）を交付し、生活支
援を行った。

　第４弾・第５弾がんばろう原村応援商
品券は、住民一人当り５千円分の商品券
を交付し、村内92店舗で利用された。生
活者支援と事業者支援につながった。

子育て世帯臨時特別	
給付金	 1,098 万円

地域応援商品券	
換金額	 3,837 万円



から議審 から議審

平成10年から11年に創設
された制度で、25年間据
え置きでの交付が行われ
ている。この間、社会情
勢は激変しており交付内
容が現状に合っているか、
検討の時期にきている。

視 点

「地域の足」としての公共交通となること、また、利用者を安定
して確保できるよう利用しやすい環境整備も併せて進むことを
期待する。

視 点

6

地
区
行
政
を
円
滑
に
。地
域
の
足
を
確
か
に
。

盤
基行政区事務交付金	 1,012 万円

公共交通実証運行事業	 913万円

　区及び自治会の代表者を行政嘱託員に委嘱し、村行政への協力を求めるとともに、
各区・自治会活動の活性化と地域コミュニティ促進を支援するため、「事務交付金」を
交付した。

［交付金の算出根拠］
均等割：15,000円（H10以降同一額）
文書配布手数料：�世帯数×2,000円�

（H11以降同一額）
連絡調整費：�世帯数×100円�

（H10以降同一額）
除雪対策費：�世帯数×150円�

（H10以降同一額）
環境衛生費：世帯数×900円（H26新設）

　令和４年10月31日から令和５年５月31
日まで、AI 乗合オンデマンド交通「の
らざあ」の実証運行が実施された。期間
中の乗車人数は706人で、70代と80代が
66％と多く、乗降場所は、諏訪中央病院
が最多、次いで原村役場、もみの湯の順
であった。この結果を受け、令和６年２
月から運行開始となる予定。

●行政嘱託員（区長）報償費等� 184,709円
●区・自治会への交付金
区　名 世帯数 ４年度交付金（円）
大久保 82 273,300
柳沢 182 588,300
八ッ手 189 610,350
払沢 559 1,775,850
柏木 240 771,000
菖蒲沢 114 374,100
室内 187 604,050
中新田 583 1,851,450
南原 116 380,400
判之木 61 207,150
上里 148 481,200
農場 15 62,250

やつがね 151 490,650
ペンション 102 336,300
原山自治会 355 1,133,250
合計 3,084 9,939,600

原村循環線（セロリン号）廃止の理
由は。

赤字が大きい（令和４年度の公共交
通赤字補填は1,800万円）。朝夕の通
学通勤支援便と穴山・原村線は残
し、日中は「のらざあ」へ置き換える。

Q

A



９月定例会

現在の保育園北駐車場

　がん患者の外見変化に起因す
る苦痛を軽減するケアと就労や
社会参加を促進し、生活の質の
向上を図るため、医療用補正具
購入費用の一部を補助する。
[ 対象補正具の区分と回数 ]
・頭髪補正具　１回
・�乳房補正具　左乳房・右乳房
毎に１回
・その他補正具　１回

企業版ふるさと納税制度を活用した寄附金	
	 2,000 万円

がん患者アピアランス（外見）ケア助成事業	
	 12 万円

同じ方が何度も補助金申請をして良いのか。

１区分、１回のみ。上限は２万円。

癌は転移することもある。なぜ１回だけか。
県の補助要綱、近隣市町村の状況を参考に
した。目的にある心理的苦痛等の軽減につ
ながらない場合は、その時点で検討する。

Q
A
Q
A

子育てと教育の充実を支援する補正だが、特定の団体への補助と
も考えられる部分もあり、対象を広くするべきではないかという
意見があった。今後、住民全体が受益を感じる分配がされ、信頼
度を高めていくことが求められる。

視 点

　茅野市の企業より、企業版ふるさと納税制度を活用した2,000万円の寄附金が
あった。
　寄附者の意向により、進んでいなかった子育て支援環境の整備に活用した。

［活用内容］

・�子育てフォローアップ事業�� �110万円
　スクパスアプリ導入使用料�（５ヶ月412人分）
　子ども食堂実施補助� （20万円×５団体）

・�保育園北駐車場舗装工事�� �1,400万円

・�教育施設周辺道路環境整備�� �128万円

・�道路砕石敷均工事�� �62万円

・�総合型スポーツクラブ運営補助金� �
�� �300万円

7

令
和
５
年
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一
般
会
計
補
正
予
算



から議審

〇�賛成、×�反対、△�趣旨採択又は一部採択に賛成、
▽�退席、―�欠席、議長は可否同数時のみ裁決する。

審
議
結
果

芳
澤
清
人

半
田　
裕

平
出
敏
廣

森
山
岩
光

村
田
俊
広

小
松
志
穂

宮
坂
早
苗

百
瀨
嘉
德

佐
宗
利
江

中
村
浩
平

《村長提出》
議案第35号 令和５年度道路メンテナンス事業補助�村道2011号線

D-2-4橋架替工事請負契約の締結 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
認定第１号 令和４年度原村一般会計決算の認定 認定 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
《請願・陳情》

陳情第４号
「健康保険証」の存続に関する意見書の提出を求める陳情
《長野県保険医協会　会長　宮沢　裕夫》
《諏訪地方社会保障推進協議会　会長　毛利　正道》

不採択 × × ○ × ○ × × × × ○

陳情第５号
原村保育所保育料徴収金基準額表の見直し、引き下げの陳情書
《原村立保育園　保護者会長　膳師弘育》
《八ヶ岳風の子保育園保護者会共同代表　樋口�千尋、山田�恭平》

議長
裁決
不採択

× ○ ○ × ○ ○ ○ × × ×

陳情第７号
「マイナ保険証」への一本化中止を求める意見書提出を求める陳情書
《新日本婦人の会原班　班長　小林　ますみ》
《諏訪地方民主商工会原支部　支部長　稲葉　恭一》
《農民運動諏訪農民センター　代表　菊池　敏郎》

不採択 × × ○ × ○ × × × × ○

賛否が分かれた議案等	 ９月定例会
　審議結果

原村保育所保育料徴収金基準額表		
の見直し、引き下げの陳情書

　コロナ禍を契機に価値観や働き方が変化し、若い世
代は住む場所を子育て環境で選ぶと言われている。満
３歳以上の保育料は無償になったが、未満児の保育料
は若い世代にとっては、経済的な負担が大きい。保育
料基準額表の見直しと引き下げを求めるもの。

Q��陳情者は、基準額の見直し優先か、見直しと引き
下げか、引き下げのみか。

A��見直しと捉えている。３・４階層については、他
の階層よりも負担率が大きい。

Q��多いと言われる３・４階層の人数は。
A��標準時間５名、短時間６名で合計11名。

反対討論

・�減額は受益者負担の原則から外れる。減額すると間接
的に他者に負担させることになり、まだそこまでの住
民合意は得られていないと考える。
・�村は、所得基準で保育料を徴収している。風の子保育
園は、認可されて保育料が上がったと言うが、関わら
ない多くの住民に説明できない。
賛成討論

・�理想の子どもの数を持てない最大の理由は子育てに
係る経済的負担という調査結果もあり、子育て世帯
の支援は少子化対策として不可欠。
・�親の働く環境、子育ての環境は大きく変わってきて
いる。少子化対策をしない自治体に、持続可能な未
来があるとは考えられない。

（賛否同数のため議長裁決とする）
議長：現状維持の原則に従い不採択とする。

「マイナ保険証」への一本化中止を
求める意見書提出を求める陳情書

　国はマイナンバーカードに健康保険証を一本化する
ことを決めた。しかし、医療情報のひも付けのミスが
発覚し、医療保険制度の根幹が揺らぐ状況となってい
る。医療情報の誤りは命につながる重大な問題。「マ
イナ保険証」への一本化をやめ、現状の保険証の存続
を認めるよう意見書の提出を求めるもの。

Q��一本化の事務作業時に、入力ミスを無くせば、混
乱しないのでは。

A��一本化に反対。保険証を並行して使用できるよう
にするべき。

反対討論

・�マイナ保険証は省力化するためのマイナ保険証であり
メリットもある。中止は進んでいる施策に対し逆行し
住民の混乱をきたすことになる。
・�保険証を継続使用する場合、事務の手間が二重とな
り、現場の負担がいつまでも軽減されない。マイナン
バーカードへの一本化が望ましい。
賛成討論

・�一元化は決して悪い事ではないが、十分このカードが
普及・浸透していない以上、時期尚早であることは間
違いない。よって陳情に賛成する。
・�トラブルが多く発生し、国民の不安が解消されていな
い以上、「マイナ保険証」への一本化はすべきでなく、
陳情に賛成する。
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９月定例会

会計別 歳入総額 歳出総額 原村負担金
諏訪広域連合（６市町村）� 268,945�

一般会計 374,072� 333,939� 1,978�

特
別
会
計

救護施設八ヶ岳寮 371,955� 332,372� 442�
介護保険 20,489,525� 19,955,646� 121,800�
諏訪広域連合消防 2,557,051� 2,441,376� 144,725�
諏訪地域ふるさと振興基金事業 26,503� 12,360� ー

諏訪南行政事務組合（原村・茅野市・富士見町・諏訪市） 58,133�

一般会計 110,456� 97,700� 7,138�
特別会計 ゴミ処理特別会計 716,423� 645,523� 50,995�

南諏衛生施設組合（原村・富士見町） 42,577�

一般会計 178,142 143,129� 42,577�

諏訪中央病院組合（原村・茅野市・諏訪市） 84,006�

病院事業 11,196,538 10,594,617 74,911�
老人保健施設（やすらぎの丘） 399,917 433,521 170�
看護専門学校 130,295 130,514 8,925�
介護老人福祉施設（ふれあいの里） 436,886 440,406 ー

諏訪広域公立大学事務組合（６市町村） 107�

一般会計 3,100� 2,928� 107

一部事務組合決算総額・原村負担金内訳	 単位：千円

事務組合
とは

諏訪南行政事務組合ごみ処理特別会計清算金

　市町村単独では実施が難しいものや、共同で実施したほうが効率的
な事業や施設運営を行う組織です。原村に関係するものは下記の５組
合があります。原村議会からも各組合の議会に議員として参画し、ま
た、村では運営に必要な費用を負担しています。

　令和３年10月から諏訪南リサイクルセンターの稼働に伴い、資源物の分別収集方法に
変更があり、令和３年度の歳入歳出差引額を、令和４年度に繰り越した。このことによ
り、令和４年度の歳出不用額と歳入で予算を超過した収入となったため、清掃センター
分、リサイクルセンター分の事業ごとに区分けして清算し、各市町村に返金した。

繰 越 金 204,081,194円（R3→ R4)
清算対象額 145,877,194円（R4決算にて清算）

清算額内訳
原 村 25,047,505円
茅 野 市 82,071,786円
富士見町 38,757,903円

諏訪南リサイクルセンター▶
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一 般 質 問

芳よ
し

澤ざ
わ 

清き
よ

人と

議
員

１
．村
政

２
．村
の
教
育

３
．中
学
校
の
部
活
動
の
地
域
移
行

４
．小
中
学
校
の
一
貫
教
育
の
検
討
を

５
．原
付
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
デ
ザ
イ
ン
化
を

６
．婚
姻
、
出
産
の
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

７
．運
転
免
許
証
返
納
者

森も
り

山や
ま 

岩い
わ

光み
つ

議
員

１
．村
長
就
任
に
あ
た
り
、公
約
実
現
に
向
け
て
の
思
い
と
決
意
は

２
．近
年
、
集
中
豪
雨
に
よ
る
被
害
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。
更

な
る
防
災
の
強
靭
化
策
、
改
善
整
備
を
推
進
す
べ
き
で
は

３
．村
の
衛
生
管
理

４
．通
学
路
へ
の
歩
道
設
置
の
進
捗
と
、
歩
道
管
理
状
況
は

平ひ
ら
出い
で 

敏と
し
廣ひ
ろ

議
員

１
．小
、中
学
校
の
給
食
費
無
償
化
と
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク（
有
機
）

給
食
へ
の
取
り
組
み
を

２
．諏
訪
地
域
合
併
に
つ
い
て
の
考
え

３
．地
域
交
通
対
策

４
．セ
ロ
リ
ン
号
を
利
用
す
る
通
学

５
．結
婚
・
出
産
祝
い
金
に
つ
い
て
の
考
え

中な
か
村む
ら 

浩こ
う
平へ
い

議
員

１
．道
路
管
理
が
な
っ
て
い
な
い
、
改
善
を

２
．閉
鎖
的
な
村
政
か
ら
の
脱
却
を

百も
も

瀨せ 

嘉か

德と
く

議
員

１
．原
村
診
療
所
の
医
療
体
制

２
．豪
雨
等
で
畑
等
か
ら
流
れ
出
し
た
土
砂
の
撤
去

３
．保
育
園
北
側
駐
車
場
等

村む
ら
田た 

俊と
し
広ひ
ろ

議
員

１
．八
ヶ
岳
中
央
農
業
実
践
大
学
校

２
．職
員
の
労
働
条
件
等

３
．マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
本
村
に
お
け
る
現
状

半は
ん

田だ 

　
裕ひ
ろ
し

議
員

１
．住
民
と
の
連
携
に
よ
る
行
政
運
営
を

２
．目
的
を
明
確
に
し
た
教
育
行
政
の
運
営
を

３
．「
は
ら
っ
ぱ
」の
さ
ら
な
る
活
用
に
向
け
た
、利
用
者
や
地

域
と
連
携
を

４
．Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
の
た
め
、課
題
の
洗
い
出
し
と
実
現

の
た
め
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を

５
．Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
積
極
的
な
情
報
発
信
を

小こ

松ま
つ 

志し

穂ほ

議
員

１
．来
年
度
以
降
の
放
課
後
の
子
ど
も
の
居
場
所
は
ど
う
な

る
の
か

２
．「
は
ら
っ
ぱ
」の
活
用
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か

３
．「
育
休
退
園
」問
題
へ
の
対
応
と
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
子
育
て
支
援
を

４
．基
幹
産
業
と
し
て
の
農
業
支
援
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か

佐さ

宗そ
う 

利り

江え

議
員

１
．学
校
給
食
へ
の
有
機
米
の
導
入

２
．農
業
施
策

３
．水
道
料
金
の
徴
収

４
．小
規
模
集
落
に
対
す
る
支
援

５
．庁
舎
駐
車
場

宮み
や
坂さ
か 

早さ

苗な
え

議
員

１
．農
政
補
助
事
業
、商
工
業
活
性
化
補
助
金
の
村
単
独
事
業
部

分
に
つ
い
て
、横
断
的
な
補
助
対
象
へ
の
見
直
し
を
考
え
て
は

２
．公
共
施
設
の
断
熱
と
省
エ
ネ
の
実
施
を

３
．専
門
的
な
分
野
の
人
材
活
用
の
取
組
み
と
し
て
、地
域
活

性
化
起
業
人
事
業
の
活
用
を
考
え
て
は

４
．目
的
不
明
な
土
地
取
引
や
水
資
源
保
全
の
た
め
の
水
資

源
保
全
地
域
指
定
の
研
究
を
行
な
っ
て
は

・
一
般
質
問
は
、
事
前
に
質
問
内
容
を
通
告
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

・
質
問
時
間
は
、
１
人
に
つ
き
質
問
答
弁
を
含
め
60
分
以
内
で
完
了
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
問
一
答
方
式
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
１
項
目
に
つ
き�

２
回
ま
で
再
質
問
が
で
き
ま
す
。

一
般
質
問
は
、
Ｈ
Ｐ
・
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
視
聴
で
き
ま
す
。

９月
定例会

　
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
村
政
全
般
に
わ
た
り
、
執
行
機
関
で
あ
る

村
に
対
し
て
、
事
務
の
執
行
状
況
及
び
将
来
へ
の
方
針
な
ど
に
つ
い
て

疑
問
点
を
た
だ
し
、
報
告
、
説
明
を
求
め
る
こ
と
で
す
。

　
９
月
定
例
会
で
は
10
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
村
政
課
題
へ
の
提
言
や

質
問
を
行
い
ま
し
た
。
色
付
き
の
項
目
は
本
誌
面
で
取
り
上
げ
て
い
ま

す
。
そ
の
他（
黒
字
）項
目
に
つ
い
て
は
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問

議会会議録
検索

ユーチューブ
動画配信
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一 般 質 問

芳澤 清人 議員

問　
中
学
校
部
活
動
の
地

域
移
行
を
進
め
る
考
え
は
。

村
長　

学
校
単
位
で
ス

ポ
ー
ツ
を
担
っ
て
き
た
や

り
方
を
変
え
る
時
が
来
て

い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
ス

ポ
ー
ツ
環
境
を
向
上
さ
せ

る
に
は
地
域
で
責
任
を

持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
と
考
え
る
。

教
育
長　
部
活
動
の
地
域

移
行
は
少
子
化
が
進
む
中
、

教
員
の
働
き
方
改
革
に
も

直
結
で
き
る
も
の
で
あ
り

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め

て
い
く
。
近
隣
の
市
町
と

情
報
を
共
有
し
進
め
た
い
。

問　
小
中
学
校
の
一
貫
教

育
の
検
討
を
。

教
育
長　
今
も
英
語
な
ど

教
科
学
習
は
連
携
し
て
い

る
が
、
具
体
的
な
方
向
性

は
示
さ
れ
て
い
な
い
部
分

が
あ
る
。
児
童
・
生
徒
を

問　
原
付
バ
イ
ク
の
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
村
独
自

の
デ
ザ
イ
ン
で
親
し
め
る

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
つ

く
っ
て
は
。

住
民
財
務
課
長　
原
動
機

付
き
自
転
車
等
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

は
自
治
体
の
ア
ピ
ー
ル
、

郷
土
愛
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
に
県
内
で
も
17
市
町

村
が
導
入
し
て
い
る
。
令

和
６
年
度
に
村
政
施
行
１

５
０
周
年
を
迎
え
そ
の
記

念
事
業
の
一
環
と
し
て
原

付
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
化
実
施
を
検

討
し
て
い
る
。

部活移行

村のPR

■問
中
学
部
活
動
の
地
域
移
行
を

■答
近
隣
市
町
と
連
携
し
進
め
る

■問原付プレートのデザインを
■答村政150周年で実施検討

見
る
目
で
あ
っ
た
り
、

様
々
な
対
応
の
方
法
な
ど

小
中
で
同
様
に
進
め
ら
れ

る
こ
と
が
大
事
。
校
舎
分

離
型
一
貫
校
と
し
て
の
推

進
は
現
在
も
可
能
で
あ
り

行
っ
て
い
く
。
内
容
を
含

め
て
検
討
し
て
い
く
。

森山 岩光 議員

問　
村
長
就
任
に
あ
た
り
、

公
約
実
現
に
向
け
て
の
思

い
と
決
意
は
。

村
長　
第
一
に
行
う
事
は
、

現
状
を
把
握
し
課
題
を
洗

い
出
し
そ
の
課
題
解
決
に

向
け
て
尽
力
す
る
。
ま
ず

は
安
全
・
安
心
・
充
実
し

た
子
育
て
、
教
育
に
取
り

組
む
。

問　
エ
コ
ー
ラ
イ
ン
よ
り

上
に
住
む
人
が
村
全
体
の

人
口
の
約
３
分
の
１
と
増

え
て
お
り
、
昔
か
ら
住
む

人
と
新
し
く
来
た
人
が
融

和
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
認
識
す
る
が
、
村
長
の

考
え
は
。

村
長　
昔
か
ら
住
む
人
と

新
し
く
来
た
人
の
意
見
乖

離
は
非
常
に
大
き
い
と
感

じ
て
い
る
。
こ
こ
で
「
移

動
村
長
室
」
を
開
設
し
公

聴
機
能
を
強
化
し
た
。
今

ま
で
は
役
場
に
来
て
頂
き

話
を
聞
い
た
が
、
10
月
よ

問　
６
月
の
集
中
豪
雨
は
、

近
年
に
な
い
被
害
件
数
が

発
生
し
た
。
例
え
ば
道
祖

神
川
の
氾
濫
で
川
下
の
住

宅
地
周
辺
に
被
害
が
出
た
。

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
に

絡
め
て
早
急
に
改
善
整
備

す
べ
き
だ
。

建
設
水
道
課
長　
対
策
が

不
十
分
だ
っ
た
。
今
回
の

集
中
豪
雨
を
教
訓
に
、
国

土
強
靭
化
地
域
計
画
策
定

と
並
行
し
て
、
地
元
区
の

要
望
や
危
険
度
の
高
い
箇

所
か
ら
優
先
的
に
事
業
を

進
め
た
い
。
護
岸
や
堆
積

土
砂
の
撤
去
な
ど
は
適
切

に
考
え
て
い
く
。

地域の声

豪雨災害

■問
公
聴
制
度
の
充
実
強
化
を

■答
「
移
動
村
長
室
」
を
開
設

■問強靭化計画の早期策定を
■答豪雨災害を教訓に進める

り
現
場
に
出
向
い
て
住
民

の
方
と
膝
を
交
え
て
話
し

合
い
、
現
場
の
状
況
を
よ

く
見
な
が
ら
問
題
点
を
一

緒
に
考
え
、
住
み
や
す
い

村
づ
く
り
に
尽
力
す
る
。
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一 般 質 問

中村 浩平 議員

問　
こ
の
８
年
間
に
道
路

管
理
の
不
備
で
、
村
が
損

害
賠
償
し
た
件
数
と
そ
の

金
額
は
。

建
設
水
道
課
長　
賠
償
件

数
は
21
件
、
賠
償
金
額
は

全
部
で
２
２
０
万
円
。

問　
路
面
の
穴
を
日
常
的

に
散
見
す
る
。
そ
こ
で
例

え
ば
除
雪
と
同
じ
よ
う
に

建
設
業
組
合
に
委
託
し
、

す
ぐ
対
応
す
る
仕
組
み
を

作
れ
ば
事
故
も
防
げ
る
し

職
員
の
負
担
も
大
幅
に
軽

減
で
き
る
が
。

村
長　
し
っ
か
り
と
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問　
歩
道
上
の
草
が
放
置

さ
れ
、
そ
の
草
刈
り
が
地

元
任
せ
、
善
意
任
せ
に

な
っ
て
い
る
。
本
村
の
場

合
主
要
な
通
学
路
が
ほ
ぼ

県
道
で
あ
る
た
め
、
今
後

の
方
針
を
県
と
し
っ
か
り

協
議
し
、
そ
の
結
果
を
住

問　
村
長
へ
の
手
紙
や
、

ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
の
内
容

を
前
村
長
は
公
開
し
な

か
っ
た
。

　
こ
の
制
度
は
役
場
や
村

内
で
発
生
し
て
い
る
様
々

な
問
題
を
住
民
が
知
る
上

で
非
常
に
有
益
な
も
の
で

あ
る
。
県
は
従
前
か
ら
公

開
し
て
い
る
の
に
村
が
公

開
し
な
か
っ
た
理
由
は
。

村
長　
議
員
お
っ
し
ゃ
る

通
り
で
、
出
来
て
い
な

か
っ
た
こ
と
は
改
め
る
点

と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
は
意
見
を
何
ら
か

の
形
で
公
開
し
て
い
く
。

道　路

情報公開

■問
道
路
管
理
が
な
っ
て
い
な
い

■答
注
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

■問閉鎖的な村政からの脱却を
■答今後は積極的に公開する

民
に
報
告
す
べ
き
で
あ
る

が
。

建
設
水
道
課
長　
放
置
し

て
い
る
と
捉
え
ら
れ
て
も

致
し
方
無
い
部
分
も
あ
る
。

本
来
は
道
路
管
理
者
が
行

う
べ
き
も
の
。

平出 敏廣 議員

問　

�

家
庭
に
お
け
る
学

校
給
食
費
の
負
担
額
は
小

学
校
で
年
間
約
４
万
８
千

円
。
中
学
校
で
は
約
５
万

６
千
円
の
負
担
と
な
っ
て

い
る
。
長
野
県
内
の
21
の

自
治
体
で
は
無
償
化
の
実

施
を
し
て
お
り
本
村
で
も

小
中
学
校
の
給
食
費
の
無

償
化
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

村
長　

 

実
現
す
る
に
は

村
の
財
政
事
情
や
国
か
ら

の
支
援
等
も
含
め
慎
重
に

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と 

子
供
へ
の
教
育
と
し

て
感
謝
の
心
を
持
っ
て

育
っ
て
ほ
し
い
こ
と
か
ら
、

今
後
検
討
し
て
行
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問　
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食

の
取
り
組
み
の
考
え
は
。

教
育
長　

 

オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
は
環
境
へ
の
配
慮
子
ど

も
た
ち
の
健
康
面
に
良
い

こ
と
な
の
で
取
り
組
む
こ

と
は
大
切
な
こ
と
と
考
え

問　
六
市
町
村
合
併
に
つ

い
て
の
話
題
が
出
て
い
る

と
聞
く
が
村
長
の
考
え
は
。

村
長　
市
町
村
合
併
は
村

長
が
単
独
で
考
え
る
こ
と

で
は
な
く
住
民
の
意
見
が

一
番
で
あ
る
と
考
え
る
。

私
見
と
し
て
本
村
は
合
併

せ
ず
に
残
し
て
行
き
た
い

と
言
う
の
が
思
い
と
し
て

あ
り
ま
す
。
人
口
減
少
や

少
子
化
が
進
む
こ
と
を
前

提
に
考
え
る
と
単
村
で
可

能
な
こ
と
は
単
独
で
、
広

域
連
携
を
前
提
と
し
た
利

用
範
囲
に
つ
い
て
は
近
隣

市
町
と
共
通
化
出
来
る
部

分
は
共
通
化
し
て
い
く
。

学校給食

合併問題

■問
給
食
費
の
無
償
化
の
考
え
は

■答
課
題
等
、
把
握
を
し
て
い
く

■問六市町村の合併について
■答合併せずに残して行きたい

る
。
食
材
の
必
要
量
の
安

定
的
な
確
保
や
、
害
虫
等

の
心
配
に
よ
る
野
菜
の
下

処
理
の
手
間
、
コ
ス
ト
増

大
が
想
定
さ
れ
食
材
費
高

騰
も
懸
念
さ
れ
る
中
、
現

段
階
で
は
難
し
い
。

12



一 般 質 問

百瀨 嘉德 議員

問　
保
育
北
駐
車
は
園
児

の
送
迎
時
に
は
混
雑
し
、

土
ほ
こ
り
が
上
が
っ
て
見

通
し
が
悪
い
。
ま
た
人
や

車
の
擦
れ
違
い
が
危
な
い

の
で
舗
装
に
す
る
べ
き
だ
。

村
長　
保
護
者
会
か
ら
も

要
望
が
あ
る
の
で
、
子
供

た
ち
の
た
め
に
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
等
を
利
用
し

て
、
駐
車
場
整
備
を
し
た

い
。

問　
車
の
ス
ム
ー
ズ
な
通

行
と
交
通
安
全
の
た
め
、

東
か
ら
西
側
に
向
け
て
こ

の
駐
車
場
を
含
め
て
一
方

通
行
を
考
え
た
ら
ど
う
か
。

子
ど
も
課
長　
保
護
者
会

と
協
議
を
し
て
い
き
た
い
。

問　
こ
の
駐
車
場
前
と
図

書
館
前
ま
で
の
道
路
南
側

に
歩
道
を
設
置
し
た
ら
ど

う
か
。

問　
原
村
診
療
所
の
医
師

は
２
名
体
制
に
な
り
丁
寧

に
診
察
さ
れ
て
い
る
が
、

頻
繁
に
医
師
が
異
動
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
患
者
と

し
て
は
、
主
治
医
と
な
っ

て
長
く
見
て
ほ
し
い
が
。

保
健
福
祉
課
長　
協
力
関

係
に
あ
る
諏
訪
中
央
病
院

共
に
長
期
的
に
勤
務
を
い

た
だ
け
る
医
師
の
確
保
に

取
り
組
み
た
い
。

問　
医
療
検
査
で
胃
カ
メ

ラ
は
出
来
な
い
か
。

保
健
福
祉
課
長　
検
査
人

数
が
減
っ
た
た
め
止
め
た
。

保育園

診療所

■問
保
育
園
北
駐
車
場
の
舗
装
を

■答
舗
装
を
実
施
す
る

■問診療所の医療体制は
■答現状のままで

建
設
水
道
課
長　
あ
の
周

辺
は
図
書
館
、
保
育
園
、

公
民
館
、
体
育
館
な
ど
の

教
育
施
設
が
あ
り
、
子
ど

も
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

も
出
来
た
の
で
、
行
き
来

す
る
歩
道
の
整
備
も
必
要

と
思
う
。

問　
八
ヶ
岳
中
央
農
業
実

践
大
学
校
は
原
村
に
と
っ

て
極
め
て
重
要
な
施
設
。

経
営
の
厳
し
さ
も
聞
こ
え

て
く
る
が
、
村
長
は
評
議

員
と
し
て
関
与
で
き
る
。

村
の
関
わ
り
と
支
援
に
つ

い
て
聞
く
。

村
長　
村
の
農
業
の
担
い

手
、
観
光
面
で
の
経
済
効

果
な
ど
村
の
発
展
に
多
大

な
貢
献
が
あ
る
。

農
林
課
長　
連
携
企
業
と

４
月
に
ど
う
関
わ
っ
て
い

く
か
意
見
交
換
を
行
な
っ

た
。
連
携
を
ど
う
す
る
か

話
し
合
っ
た
。

問　
学
費
も
高
額
で
あ
り
、

下
宿
の
費
用
も
か
さ
む
。

学
生
へ
の
支
援
は
考
え
ら

れ
る
か
。

村
長　
学
生
の
生
活
支
援

に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ

ろ
考
え
て
い
な
い
。

問　

長
野
県
の
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
指
数
は
低
い
。

原
村
か
ら
打
開
す
べ
き
。

女
性
幹
部
の
登
用
の
方
針

と
実
践
に
つ
い
て
聞
く
。

副
村
長　
多
様
な
視
点
を

村
の
施
策
に
生
か
す
た
め

女
性
職
員
を
積
極
的
に
配

置
し
て
い
く
。
国
の
基
本

計
画
で
は
令
和
７
年
度
末
、

課
長
職
の
女
性
の
割
合
は

22
％
の
成
果
目
標
と
設
定

さ
れ
て
い
る
。
本
村
で
は

30
％
以
上
に
す
る
と
い
う

目
標
を
定
め
て
い
る
。
現

在
課
長
０
人
だ
が
、
重
要

な
ポ
ス
ト
で
女
性
が
係
長

と
し
て
勤
務
し
て
い
る
。

実践大学

共同参画

■問
原
村
の
シ
ン
ボ
ル
へ
支
援
は

■答
就
農
支
援
等
取
組
ん
で
い
る

■問女性幹部の登用方針は
■答管理職への登用目標がある

農
林
課
長　
学
生
の
村
内

へ
の
就
農
希
望
に
つ
い
て

は
、
農
地
の
斡
旋
を
行

な
っ
て
い
る
。
ま
た
国
の

新
規
就
農
者
向
け
の
補
助

を
活
用
し
た
交
付
金
に
よ

る
支
援
も
行
な
っ
て
い
る
。

村田 俊広 議員
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一 般 質 問

小松 志穂 議員 子育て

問　
今
後
の
「
原
っ
子
広

場
」
が
ど
う
な
る
の
か
不

安
の
声
が
あ
る
が
。

村
長　
「
は
ら
っ
ぱ
」
が

よ
り
望
ま
し
い
放
課
後
の

居
場
所
と
な
る
よ
う
検
討

す
る
。

教
育
長　
住
民
や
放
課
後

子
ど
も
プ
ラ
ン
運
営
委
員

会
の
意
見
を
鑑
み
な
が
ら

方
向
を
探
る
。

問　
今
後
の
「
原
っ
子
広

場
」
の
方
向
性
次
第
で
は
、

学
童
ク
ラ
ブ
の
増
設
や
利

用
料
の
見
直
し
を
含
む
整

備
も
必
要
と
考
え
る
が
。

教
育
長　
必
要
が
あ
れ
ば

増
設
も
考
え
る
。
受
入
れ

場
所
の
確
保
問
題
も
検
討

し
な
が
ら
、
子
ど
も
達
が

安
心
安
全
に
過
ご
せ
る
よ

う
適
切
な
方
針
を
探
る
。

要
望　
特
に
低
学
年
に
お

問　
下
の
子
を
出
産
し
て

育
児
休
業
を
取
得
す
る
と

未
満
児
保
育
を
利
用
す
る

上
の
子
が
退
園
と
な
る

「
育
休
退
園
」
が
あ
る
。

家
庭
の
意
向
で
選
択
で
き

る
よ
う
見
直
す
べ
き
で
は
。

教
育
長　
そ
れ
ぞ
れ
の
家

庭
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
望
ま
し
い

保
育
の
形
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
、
ニ
ー
ズ
や
問

題
点
を
探
り
検
討
す
る
。

要
望　
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
で
き
る
子
育
て
支
援

を
。
同
時
に
保
育
士
確
保

に
も
継
続
し
て
尽
力
を
。

子育て

■問
放
課
後
の
子
供
の
居
場
所
は

■答
適
切
な
方
針
を
探
る

■問育休退園の見直しを
■答寄り添った支援をしている

い
て
、
安
心
安
全
な
居
場

所
の
な
い
子
ど
も
が
生
じ

な
い
よ
う
尽
力
を
。

　
利
用
者
の
声
を
聞
く
の

は
も
ち
ろ
ん
、
検
討
の
結

果
が
子
ど
も
や
保
護
者
に

迅
速
か
つ
正
確
に
伝
わ
る

よ
う
努
め
て
欲
し
い
。

半田 裕 議員 情　報

問　
第
５
次
総
合
計
画
策

定
次
の
課
題
と
し
て
、
短

時
間
で
委
員
が
全
て
の
分

野
を
検
討
す
る
た
め
十
分

な
議
論
が
で
き
な
い
と
い

う
点
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を

解
決
す
る
た
め
に
基
本
計

画
を
分
野
別
に
分
け
、
担

当
課
と
住
民
・
有
識
者
と

と
も
に
策
定
し
て
は
。

総
務
課
長　
分
野
ご
と
に

分
け
住
民
の
方
に
関
わ
っ

て
頂
き
進
め
て
い
け
る
よ

う
前
向
き
に
検
討
す
る
。

問　
子
ど
も
た
ち
の
声
も

重
要
な
住
民
の
声
。
子
ど

も
達
の
可
能
性
を
発
揮
す

る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
と
し
て
子
ど
も
会
議

の
取
組
み
を
行
な
っ
て
は
。

教
育
長　
村
に
と
っ
て
も

大
変
有
意
義
な
取
り
組
み

だ
と
考
え
る
。
具
体
的
な

進
め
方
に
つ
い
て
は
今
年

度
実
施
予
定
の
子
ど
も
・

問　
有
線
放
送
が
Ｈ
Ｐ
で

公
開
さ
れ
て
い
る
が
、�

よ
り
住
民
へ
と
届
く
よ
う

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
発
信
を
行

な
っ
て
は
。

副
村
長　
職
員
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
で
の
情
報
発
信
が
可
能

か
調
査
を
行
い
、
来
年
度

試
験
導
入
を
検
討
す
る
。

問　
情
報
防
災
係
が
指
揮

を
取
り
、
各
課
が
講
座
や

説
明
会
等
の
内
容
を
動
画

配
信
す
べ
き
で
は
。

副
村
長　
各
課
が
配
信
で

き
る
よ
う
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成
を
進
め
る
。

行　政

■問
住
民
参
加
の
計
画
策
定
を

■答
第
６
次
総
合
計
画
で
検
討

■問 ICT活用の情報発信を
■答試験的な実施を検討

子
育
て
支
援
事
業
計
画
策

定
に
て
考
え
て
い
き
た
い
。

副
村
長　
子
ど
も
た
ち
の

声
に
つ
い
て
第
６
次
総
合

計
画
策
定
の
中
で
も
ア
ン

ケ
ー
ト
等
で
反
映
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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一 般 質 問

佐宗 利江 議員 地　区

問　
全
国
的
に
地
元
産
の

有
機
栽
培
米
を
農
協
と
も

連
携
し
、
導
入
す
る
動
き

が
増
え
て
い
る
。
保
護
者

の
ニ
ー
ズ
も
増
え
て
い
る

と
感
じ
る
が
村
の
考
え
は
。

教
育
長　
現
在
も
村
内
産

の
米
を
使
用
し
て
い
る
。

減
農
薬
米
も
い
い
が
、
価

格
が
上
が
る
と
給
食
費
の

値
上
げ
に
も
つ
な
が
る
。

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
と
合

わ
せ
、
実
現
性
の
高
い
所

か
ら
検
討
す
る
。

問　
室
内
地
区
で
取
り
組

ま
れ
て
い
る
レ
ス
50
と
い

う
減
農
薬
米
は
、
手
間
が

か
か
る
が
収
量
が
少
な
く
、

生
産
者
が
減
少
傾
向
に
あ

る
。
給
食
に
取
り
入
れ
る

こ
と
で
有
機
栽
培
米
を
含

め
生
産
拡
大
も
考
え
ら
れ

る
。
給
食
の
全
て
で
は
な

く
、
一
部
分
の
み
や
混
合

す
る
等
の
方
法
は
あ
る
。

昨
今
の
給
食
へ
の
地
元
有

問　
全
国
的
に
少
子
高
齢

化
に
よ
り
集
落
の
小
規
模

化
の
問
題
が
進
ん
で
い
る
。

自
治
体
が
関
与
す
る
ケ
ー

ス
も
見
ら
れ
る
が
村
と
し

て
検
討
し
て
い
く
必
要
は
。

総
務
課
長　
各
地
区
の
自

主
性
を
尊
重
す
る
必
要
が

あ
り
、
現
在
は
直
接
関
与

し
な
い
。
現
在
は
、
交
付

金
と
し
て
除
雪
対
策
、
文

書
配
布
手
数
料
、
連
絡
調

整
費
と
し
、
15
地
区
年
間

１
０
０
０
万
円
を
支
払
っ

て
い
る
。
定
期
開
催
の
区

長
懇
談
会
の
議
題
と
し
て
、

各
区
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有

し
検
討
し
て
欲
し
い
。

学校給食

■問
村
内
の
減
農
薬
米
の
導
入
は

■答
価
格
が
合
え
ば
導
入
検
討
を

■問小規模地区への支援は
■答区長懇談会の議題とする

機
栽
培
米
の
導
入
の
流
れ

に
は
ピ
ッ
タ
リ
だ
が
。

教
育
長　
価
格
と
安
定
的

な
供
給
が
可
能
で
あ
れ
ば

利
用
は
可
能
。
農
林
課
や

農
協
等
に
も
リ
サ
ー
チ
を

し
検
討
し
て
い
き
た
い
。

宮坂 早苗 議員 資源保全

問　
商
工
業
活
性
化
補
助

金
の
改
築
に
か
か
る
費
用
、

償
却
資
産
の
導
入
に
係
る

費
用
、
新
製
品
の
開
発
費

等
、
農
業
で
も
必
要
と
す

る
。
産
業
間
で
横
断
的
な

利
用
が
で
き
る
よ
う
産
業

振
興
補
助
と
見
直
し
て
は
。

農
林
課
長　
農
林
振
興
補

助
金
で
見
直
し
を
し
て
い

く
方
が
わ
か
り
や
す
い
。

問　
繁
忙
期
の
豪
雨
災
害
、

土
砂
流
出
は
、
年
々
増
加

し
、
多
く
の
住
民
が
対
応

に
苦
慮
し
た
。
重
機
使
用

料
や
自
身
で
復
旧
す
る
た

め
の
資
材
費
な
ど
、
補
助

対
象
と
し
て
考
え
て
は
。

村
長　
災
害
が
増
え
て
い

く
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

災
害
時
の
10
万
円
未
満
の

補
助
は
難
し
い
。
他
の
商

工
業
を
含
め
、
全
て
の
中

で
バ
ラ
ン
ス
を
み
て
い
か

な
く
て
は
い
け
な
い
。

問　
今
後
、
個
人
の
森
林

所
有
者
に
森
林
経
営
を
行

う
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
確

認
を
行
う
作
業
に
入
る
。

こ
の
機
会
に
、「
長
野
県

豊
か
な
水
資
源
の
保
全
に

関
す
る
条
例
」
に
あ
る
民

有
地
の
水
資
源
保
全
地
域

指
定
の
対
象
に
つ
い
て
、

研
究
を
行
う
考
え
は
。

建
設
水
道
課
長　
研
究
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

現
在
、
飲
料
水
は
深
井
戸

で
確
保
し
て
い
る
。
周
囲

の
開
発
に
つ
い
て
は
、
条

例
で
許
可
し
て
い
る
。
併

せ
て
、
指
定
に
つ
い
て
研

究
し
、
判
断
し
て
い
く
。

村単補助

■問
産
業
間
で
の
横
断
的
活
用
を

■答
迷
わ
な
い
よ
う
に
見
直
す

■問水資源保全地域指定を
■答研究し、判断していく

問　
村
単
の
農
業
後
継
者

補
助
金
を
、
産
業
後
継
者

補
助
金
と
し
て
考
え
て
は
。

商
工
観
光
課
長　
商
工
業

は
、
お
祝
い
よ
り
も
、
事

業
承
継
・
引
継
セ
ン
タ
ー

を
案
内
す
る
。
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議
会
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よ
り
議会の傍聴に

お出かけください
次の定例会は

11月29日（水）
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新
村
長
を
は
じ
め
、
教
育
長
、
副
村
長
と
体
制
が
一
新
し
た

初
め
て
の
議
会
が
行
わ
れ
、
何
と
な
く
ぎ
こ
ち
な
い
空
気
の
中

で
の
9
月
定
例
会
が
終
了
し
た
。
多
く
の
変
化
が
あ
る
中
で
、

今
ま
で
よ
り
、
よ
り
一
層
の
責
任
の
重
さ
を
感
じ
て
い
る
。
ま

た
、
議
会
で
も
多
く
の
改
革
が
進
め
ら
れ
る
中
で
、
意
図
せ
ず

副
作
用
が
発
生
し
な
い
よ
う
気
を
引
き
締
め
て
い
き
た
い
。

　
今
定
例
会
は
決
算
審
査
で
あ
っ
た
。
多
く
の
金
額
が
様
々
な

使
途
で
使
わ
れ
た
が
、
適
正
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
調
べ
る
の

も
私
た
ち
の
重
要
な
仕
事
で
あ
る
。
納
税
者
の
意
図
を
汲
ん
だ

使
途
で
利
用
で
き
た
か
ど
う
か
。
そ
ん
な
疑
問
を
持
っ
た
。
予

算
を
執
行
す
る
に
あ
た
っ
て
、
意
識
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
事

だ
と
常
日
頃
か
ら
感
じ
ら
れ
て
い
た
だ
ろ
う
か
。
心
が
け
て
い

き
た
い
。

　
長
い
暑
い
夏
が
終
わ
っ
た
か
と
思
え
ば
、
寒
暖
差
の
激
し
い

日
々
の
中
で
。�

（
佐
宗
記
）

編
集
後
記

議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委
員
長　
宮
坂　
早
苗

副
委
員
長　
佐
宗　
利
江

委　
　
員　
芳
澤　
清
人

委　
　
員　
森
山　
岩
光

委　
　
員　
小
松　
志
穂

芳澤 慧也さん（中新田）

 芳澤 清人 議員 森山 岩光 議員

芳
澤
　「
原
村
よ
い
し
ょ
ま
つ
り
」、
4
年

ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
ね
。

田
中
さ
ん
　
村
の
皆
さ
ん
が
こ
う
し
て
集

ま
っ
て
、
マ
ス
ク
な
し
の
笑
顔
で
い
る
様

子
を
目
に
す
る
と
、
開
催
で
き
て
本
当
に

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

小
松
さ
ん
　
子
ど
も
の
頃
「
村
の
お
祭
り

が
楽
し
か
っ
た
」
と
い
う
記
憶
は
、
大
人

に
な
っ
て
村
に
戻
ろ
う
、
村
で
暮
ら
そ
う

と
い
う
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

祭
を
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

森
山
　
商
工
会
青
年
部
の
現
状
を
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い
。

田
中
さ
ん
　
20
人
弱
で
活
動
し
て
い
ま
す

が
、
県
の
商
工
会
同
様
に
原
村
で
も
メ
ン

バ
ー
は
減
っ
て
い
ま
す
。
原
村
で
は
農
業

の
後
継
者
や
若
い
就
農
者
は
い
る
の
で
す

が
、
商
工
業
を
後
継
す
る
人
が
少
な
い
の

が
課
題
で
す
。

芳
澤
さ
ん
　
仲
間
が
拡
が
っ
て
い
っ
た
ら

い
い
な
と
思
い
ま
す
。
既
存
の
事
業
者
ば

か
り
で
な
く
、「
新
し
い
お
店
を
や
っ
て

み
た
い
」
と
い
う
よ
う
な
方
も
一
緒
に
加

わ
っ
て
話
が
で
き
た
ら
、
原
村
の
魅
力
が

広
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

小
松
さ
ん
　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
集
ま
り
や

親
睦
の
席
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
行
事

や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
が
薄
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
村
へ
の
愛
着

や
「
参
加
し
よ
う
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る

機
会
が
増
や
せ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

芳
澤
　
村
や
議
会
へ
の
要
望
が
あ
れ
ば
。

小
松
さ
ん
　
茅
野
市
は
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
観
光
づ

く
り
法
人
）
を
立
ち
上
げ
た
と
聞
き
ま

す
。
民
間
と
行
政
の
間
に
入
る
機
関
と
し

て
原
村
で
も
そ
の
設
置
を
検
討
し
て
も
ら

え
た
ら
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

芳
澤
さ
ん
　
原
村
は
「
美
し
い
村
連
合
」

に
加
盟
し
て
お
り
、
観
光
的
な
意
味
か
ら

も
村
の
景
観
は
大
き
な
要
素
だ
と
思
い
ま

す
。
道
路
整
備
や
電
線
地
中
化
な
ど
近
隣

市
町
村
に
学
ん
で
、
よ
い
も
の
は
取
り
入

れ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

楽
し
か
っ
た
記
憶
は
つ
な
が
る

田中 直樹さん（南原）

小松 聡志さん（中新田）

きか
せて

議員が
訪ねて
お話を伺いました


